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第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
私
立
高
等
学
校
等
」
を
「
高
等
学
校
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
私
立
高
等
学
校
等
」

を
「
高
等
学
校
等
」
に
、「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
八
条
」
を

「
第
七
条
」
に
、「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
私
立
高
等
学
校
等
」
を
「
高

等
学
校
等
」
に
、「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
九
条
第
一
項
」
を

「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
私
立
高
等
学
校
等
」
を
「
高
等
学
校
等
」
に
、「
第
五
条
」
を
「
第
四

条
」
に
、「
第
八
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
章
を
第
二
章
と
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十

九
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
、
第
八
条

第
一
項
」
に
改
め
、「
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中「（
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
就
学
支
援
金
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
文
部

科
学
大
臣
）」を
削
り
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
届
出
）

第
十
七
条

受
給
権
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
（
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第

二
項
に
規
定
す
る
就
学
支
援
金
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対

し
、
保
護
者
等
の
収
入
の
状
況
に
関
す
る
事
項
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
四
章
を
第
三
章
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
六
年
三
月
分
以
前
の
月
分
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
高
等
学
校
等
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授

業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。）に
在
学
す
る
者
に
係
る
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
の
公
立
高
等
学

校
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
立
高
等
学
校
を
い
う
。）に
係
る
授
業
料
の
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
法
第
三
条
第
二
項
の
交
付
金
の
交

付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
の
項
中
「
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
五
条
」
を
「
第
四
条
」

に
、「
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
第
十
七
条
第
一
項
」

を
「
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
十
九
号
中
「
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
」
を
削
る
。

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
）

第
四
条

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
裁
判
官
は
、
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
配
偶
者

同
行
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
延
長
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
末
日
を

明
ら
か
に
し
て
、
最
高
裁
判
所
に
対
し
、
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
九
十
一
号

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
官
の
継
続
的
な
勤
務
を
促
進
し
、

も
っ
て
裁
判
事
務
等
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
い
う
「
配
偶
者
」
に
は
、
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含

む
も
の
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
配
偶
者
同
行
休
業
」
と
は
、
裁
判
官
が
、
外
国
で
の
勤
務
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で

定
め
る
事
由
に
よ
り
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
滞
在
す
る
そ
の
配
偶
者
と
、
当
該
住
所
又
は
居
所
に
お
い
て

生
活
を
共
に
す
る
た
め
、
職
務
に
従
事
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
）

第
三
条

最
高
裁
判
所
は
、
裁
判
官
が
配
偶
者
同
行
休
業
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
事
務
等
の
運
営
に
支
障

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
に
限
り
、
当
該
裁
判
官
が
配
偶
者
同
行
休
業
を
す
る

こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
請
求
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
初
日
及
び
末
日
並
び
に
当
該
裁
判
官
の
配
偶
者
が

当
該
期
間
中
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
滞
在
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
九
十
一
の
項
及
び
別
表
第
二
の
百
十
三
の
項
中
「
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
一
の
四
十
七
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
別
表
第
三
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
別
表
第
五

第
六
号
の
次
に
三
号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
の
次
に
一
表
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
公
立
高
等
学
校
に
係
る

授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
を
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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